
 

成
果
発
表
 

6. 成果発表                                         6.2. 口頭発表 

 

６．２．口頭発表 
 

本節には、気象研究所の職員が、平成 25 年度に筆頭者として行った講演・口頭発表などを掲載した。発

表の情報は、タイトル, 研究集会, 発表年月, 発表会場（都市名）の順で掲載した。 
 
青木重樹  コーダ規格化法により推定した気象庁震度観測点のサイト増幅率を用いたリアルタイム
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  マイクロ波および赤外放射計データを併用した高分解能全球降水マップ
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  Introduction: geoscientific knowledgebase of Chernobyl and Fukushima, EGU 
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会, 2013 年 9 月, 北海道札幌市 
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Union 2013 Fall Meeting, 2013年 12 月, アメリカ, サンフランシスコ. 
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accident in Japan by using imaging plate and electron microscopy、European 
Geosciences Union General Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  電子顕微鏡を使ったすす粒子の混合状態 日本地球惑星科学連合 2013 年大会,2013 年 5
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  Development and recent improvements of MRI GCM, International Workshop on 
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2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 
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静岡県沼津市 
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SAR が切り拓く地球人間圏科学の新展開, 2013 年 8 月, 京都府宇治市 
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会, 2013 年 9 月, 福島県猪苗代町 
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２回研究発表会，2013 年 6 月，東京 

  大気環境における中長半減期核種の挙動，日本エアロゾル学会第 9 回エアロゾルシンポ
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  福島第一原発事故による大気環境影響の研究, 第 30 回エアロゾル科学・技術研究討論

会,2013 年 8 月, 京都府京都市 
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Network, 2013 年 7 月, イギリス, セントアンドルース 
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